
体内式ペースメーカー電池交換パス入院 　　　　　　

有　無 有　無 有　無 有　無 有　無 有　無 有　無 有　無 有　無 有　無 有　無

Ｄ Ｆ A D F A D F A D F

月　　　　日

ヴァリアンス
ヴァリアンスコード
サイン

看護特記事項

◆患者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様           ♂　　♀　　　　　　　　　　歳

◆主治医　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◆治療日　：　平成　　　　　年　　　　　月　　　　　日

◆パスは、ガイドラインです。患者には個人差があり、治療・回復にも影響します。
手術当日 術後1日目 術後2日目

◆ペースメーカー設定 （モード）

（レート）
入院・PMI前日

月　　　　日 月　　　　日 月　　　　日
　
　
　
バ
イ
タ
ル

T P R
41 170

40 150

39 130

BP
200

150

30 100

38 110 25 50

37 90 20

36 70 15

35 50 10

尿・便回数
胸部症状
創痛
創部発赤
創部腫脹
創部出血

□糖尿病治療薬の減量・休薬（　　　　　　　　　） □抗血少板剤・抗凝固剤内服開始（　　　　　)

□フォーレ留置（有　無） □パンスポリンBS１ｇ（F）　　　　　　　　　　　　　　　

□パンスポリンBS１ｇ（D）
□抗血小板剤・抗凝固剤中止（　　　　　　　) □パンスポリンBS１ｇ（D）　　　　　　　　　　　　　　□パンスポリンBS１ｇ（D）　　　　　　　　　　　　　　□パンスポリンBS１ｇ（F）

治療・処置 □血圧測定１検

□パンスポリンBS１ｇ（F）　　　　　　　　　　　　　　　
□ソリタT3　500ｍｌ（Rt　Lt）

□パンスポリンテスト（　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□血液検査
インスリン（　　　　　　　　　） 　　　ロ11：30　　　　ロ17：30　　ロ21：00 ロ７：00　　　　ロ11：30　　　ロ17：30　　ロ21：00 ロ７：00　　　　ロ11：30　　　ロ17：30　　ロ21：00 ロ７：00　　　　ロ11：30　　　ロ17：30　　ロ21：00

□胸部レントゲン２方向　　　　□UCG □PMI後胸部レントゲン
検査 □便ヘモ1回（　　/　　）　　　　□心電図

□帰室直後ECG
安静度 □院内フリー □PMI後棟内フリー □院内フリー

説明・指導 □PMIオリエンテーション □PMIのインフォームドコンセント（AM）
　　　　

□全身清拭清潔 □入浴可 □PMI前入浴可 □全身清拭

２疼痛がコントロールされている□

食事・水分 □E－　　　　塩分　　　ｇ　　飲水制限なし
臨時処置

□昼食止め　PMI後飲水可、検査後食・夕食可

２疼痛がコントロールされている□
３創部の異常がない□
４感染の徴候がない□

　　　　　　　　　　　　　　理解がされている。□ ３創部の異常がない□ ３創部の異常がない□
アウトカム １ペースメーカー電池交換に対する ２疼痛がコントロールされている□

４感染の徴候がない□ ４感染の徴候がない□

　　　裏面に記載

・重大なときは「看護特記事項」にも
　記載しパスを終了し、看護記録に

◎ヴァリアンスの記載について
・軽度のときは赤で書き込む

・アウトカム評価は術当日のみF勤で

◎内服薬

　移す。
・CP使用できない場合は、医師の
　指示のもと看護記録へ移行する。

・中等度のときは赤で書き込みヴァリ
　アンス記載欄にも記載する。

　それ以外はD勤で評価する。
・□に達成→○、変動→△
　逸脱→×で記入する。

◎書き方約束
・□にレでチェックする。
・胸部症状～創部出血までの
　項目は、なし：－　あり：＋とし、
　ありの場合は看護特記事項にも
　記入する。

、



体内式ペースメーカー電池交換パス入院

有　無 有　無 有　無 有　無 有　無 有　無 有　無 有　無 有　無 有　無 有　無 有　無

Ａ Ｄ Ｆ A D F A D F A D F

術後6日目術後5日目術後4日目術後3日目
月　　　　日 月　　　　日 月　　　　日 月　　　日

□パンスポリンBS１ｇ（F) □パンスポリンBS１ｇ（F)　　　　　　　　　　　　　　 □抜鉤・シルキーポア貼用　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　

サイン

ヴァリアンス
ヴァリアンスコード

　　　　　　　　　　　　　　　　　

ロ７：00　　　　ロ11：30　　　　ロ17：30　　ロ21：00ロ７：00　　　　ロ11：30　　　　ロ17：30　　ロ21：00ロ７：00　　　　ロ11：30　　　　ロ17：30　　ロ21：00ロ７：00　　　　ロ11：30　　　　ロ17：30　　ロ21：00
□血液検査 □ホルターECG
□胸部レントゲン２方向

看護特記事項

□全身清拭 □シャワー浴可

２疼痛がコントロールされている□ ２疼痛がコントロールされている□ ２疼痛がコントロールされている□

４感染の徴候がない□

食事・水分
清潔

３創部の異常がない□ ３創部の異常がない□
アウトカム
臨時処置

４感染の徴候がない□ ４感染の徴候がない□

２疼痛がコントロールされている□
３創部の異常がない□ ３創部の異常がない□

４感染の徴候がない□

安静度

説明・指導

検査
インスリン（　　　　　　　　　）

治療・処置 □パンスポリンBS１ｇ（D） □パンスポリンBS１ｇ（D） □抗生剤内服（　　　　　　　　　）（　　/   ～　　/   □シルキーポア除去

創部出血
創部腫脹
創部発赤
創痛
胸部症状
尿・便回数

35 50 10

36 70 15

37 90 20

38 110 25 50

150 150

39 130 30 100

BP
41 170

　
　
　
バ
イ
タ
ル

T P R
200

40

◆患者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様
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◆患者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様

BP
41 170

　
　
　
バ
イ
タ
ル

T P R
200

40 150 150

39 130 30 100

38 110 25 50

37 90 20

36 70 15

35 50 10

尿・便回数
胸部症状
創痛
創部発赤
創部腫脹
創部出血

治療・処置

検査
インスリン（　　　　　　　　　）

安静度

説明・指導

アウトカム
臨時処置

４感染の徴候がない□ ４感染の徴候がない□

２疼痛がコントロールされている□
３創部の異常がない□ ３創部の異常がない□

４感染の徴候がない□

食事・水分
清潔

３創部の異常がない□ ３創部の異常がない□
２疼痛がコントロールされている□ ２疼痛がコントロールされている□ ２疼痛がコントロールされている□

４感染の徴候がない□

□入浴可

□インフォームドコンセント □インフォームドコンセント □インフォームドコンセント

看護特記事項

ロ７：00　　　　ロ11：30　　　　ロ17：30　　ロ21：00ロ７：00　　　　ロ11：30　　　　ロ17：30　　ロ21：00ロ７：00　　　　ロ11：30　　　　ロ17：30　　ロ21：00ロ７：00　　　　ロ11：30　　　　ロ17：30　　ロ21：00

サイン

ヴァリアンス
ヴァリアンスコード

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　

月　　　　日 月　　　　日 月　　　　日 月　　　日
退院退院退院術後７日目



            ペースメーカー電池交換パス入院指示箋　

氏名 　　　                　　　　　　     　　　　　　　殿　　　　　歳　　　男・女

1） 食事        　   　　     　　　　　       Kcal・塩分　　　g　　飲水制限なし

２） 身長 ・ 体重測定 ・ 血圧測定 1日 1検 ・ 蓄尿不要

３） 処方 特別に指示なければ抗血小板剤 ・ 抗凝固剤すべて中止
他の外来薬はすべて内服継続
インスリン

４） 入院　1日目 院内フリー ・ 入浴可
    手術前日 便ヘモ　1回 ・ 胸部レントゲン 2方向 ・ 心電図 ・ UCG

パンスポリンテスト施行

５） 入院　2日目 PMI 前  院内フリー ・ 入浴可
    手術当日 血液検査　（ラベル裏面貼付） 

パンスポリンBS　1ｇ　１日２回　DIV

午前中 PMI のインフォームド・コンセント

昼食止め

糖尿病治療薬の減量あるいは休薬

導尿バルーン留置　( 要 ･ 不要 ･ 本人の希望 )

ソリタ T3  500ml　　　ルートキープ ( Rt  or   Lt )

手術部位；　 Rt  or   Lt 　

抗生剤散布　要　パンスポリン 1ｇ + NS 20ｍｌ

創部  デュオアクティブ ET 貼付

手術終了後  胸部レントゲン

ソリタ T3  残　DIV 終了後抜針

PMI 後  棟内フリー ・ 入浴不可 ・ 清拭のみ可

夕食摂取可

６） 入院　3日目 院内フリー ・ 入浴不可 ・ 清拭のみ可
   術後1日目 パンスポリンBS　1ｇ　１日２回　DIV

抗血小板剤 ・ 抗凝固剤内服再開

7） 入院　4日目 パンスポリンBS　1ｇ　１日２回　DIV
   術後2日目



8） 入院　5日目 パンスポリンBS　1ｇ　１日２回　DIV
   術後3日目 血液検査　（ラベル裏面貼付） ・ 胸部レントゲン2方向

9） 入院　6日目 シャワー可
   術後4日目 パンスポリンBS　1ｇ　１日２回　DIV

10） 入院　7日目 抗生剤内服　　　　　/  　　 ～   　　 /　　　 　　  　　　　　　　　　　　　　
   術後5日目 抜鉤 ・ シルキーポア貼付

ホルターECG

11） 入院　8日目 シルキーポア除去
   術後6日目

12） 入院　9日目 入浴可
   術後7日目

13） 入院 １０日目以降 インフォームド・コンセント後退院

　　　　　年　　月　　日　　　　医師　　　　　　　　　　　　　　　看護師　　　　　　　　　　　　　　　　



ペースメーカー電池交換

入院当日 手術当日 手術当日 術後1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目 7日目 8日目

検査

心電図 血液検査 血液検査 あと一歩です！
退院となります

胸部レントゲン 胸部レントゲン

検査

心エコー
レントゲン室へ 24時間の心電図を

おこないます

処置
点滴を
開始します

抜糸を
します

創の確認を
します

点滴
抗生物質の点滴を
朝・夕に行ないます 点滴 点滴 点滴 点滴 点滴

抗生物質の内服が
始まります

内服

食事
　　　　　　カロリー
塩分　　　　ｇ

昼食は絶食と
なります

手術後は
飲水可から治療食へ

普段の食事に
戻ります

安制度

安静度自由 安静度自由
棟内フリー
歩行可

院内フリー
安静度自由 院内フリー

説明・指導
入院時説明を
いたします

手術の時説明が
あります

退院指導 医師から退院について
説明があります

清潔

入浴可 清拭 清拭 清拭 清拭
創部をカバーして
シャワー可

創部をカバーして
シャワー可

創部をカバーして
シャワー可 入浴可 入浴可

函館五稜郭病院循環器内科


